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序　　文

　市域北東部の久留里は、清澄山系を源とし、君津・木更津・袖ケ浦の３

市を貫流する小櫃川の中流域、南総の中央に位置します。また、名水の里

としても知られ、街中や周辺には、上総掘りによる掘り抜き井戸が随所に

見られます。

　県内には、中世戦国から近世を経て、明治維新、廃藩置県まで続いた城

が５つあり、久留里城はその中の一つです。近世の黒田氏時代の久留里城

は、丘陵部に本丸と二の丸、麓に三の丸を配置するものでした。昭和 52

年には、久留里城址発掘調査団によって、天守閣の再建と資料館建設に伴

う発掘が本丸跡と二の丸跡で行われ、櫓の礎石、石切場跡等、城普請を知

るうえで貴重な成果を上げています。

　本報告書は、民間開発事業に伴い発掘調査を実施した久留里城跡３の調

査成果をまとめたものです。今回はトレンチによる確認調査でしたが、建

物の基礎である地業遺構、三の丸内を区画する石組溝等を検出し、関係資

料には描かれない、三の丸施設の手がかりを得ることができました。

　本書が学術資料、教育資料として活用されるとともに、市民をはじめ多

くの皆様の目にとまり、遺跡というものがごく身近にも存在しているのだ

ということを認識していただく契機となり、埋蔵文化財の保護を推進する

ことができましたならば幸いです。

　結びに、ご指導・ご助言いただきました千葉県教育庁教育振興部文化財

課、発掘調査・整理作業に従事した調査補助員の方々、ご協力をいただい

た地域の方々、関係者の皆様に対しまして、心から感謝の意を表します。

　令和６年３月

君 津 市 教 育 委 員 会　

教 育 長　 粕 谷  哲 也　



例　　言
１　本書は、令和５年度調査実施の千葉県君津市久留里字交代 416 番４の一部ほかに所在する久留里城跡

３の成果を収録した、発掘調査報告書である。

２　調査は、千葉県教育委員会の指導のもと、君津市教育委員会が実施した。

３　事業名および発掘調査の期間・面積、整理期間は以下のとおりである。

　倉庫建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

　（確認調査）令和５年 11 月 13 日～同年 12 月 19 日　　505.9 ㎡ /4,548.24 ㎡

  （整理作業）令和６年１月 10 日～同年２月 29 日

４　発掘調査・整理作業・原稿執筆は矢野淳一が、編集は曽我真実子が担当した。

５ 　発掘調査で使用した遺跡コードは、久留里城跡：ＫＴ 039 である。平成３・６年度に君津市教育委員

会（担当：財団法人君津郡市文化財センター）によって、調査が行われているため、今回の調査対象地

を「久留里城跡３」とした。また、遺物の注記は、遺跡コード＋トレンチ番号＋遺構略号・番号＋遺物

番号（一括）の順とした（例：KT039-３ Ｔ３ SB001 0001）。また、遺構の性格を把握するため、当初の

トレンチを拡張した箇所があり、この場合の遺物注記は、トレンチ番号に東西南北の拡張方向をアルファ

ベットの頭文字ＥＷＳＮで示した（例：トレンチ３東側拡張区＝Ｔ３Ｅ）。

６　遺構・遺物の縮尺は各実測図に明記した。方位は座標北であり、測量値は世界測地系による。

７　今回の調査に伴う遺物・図面・写真等の記録類は、君津市教育委員会で保管する。

８　調査組織は下記のとおりである。

　　《君津市教育委員会》

　　教育長：粕谷哲也

　　教育部長：丸　博幸

　　生涯学習文化課長：塚越直美　　文化振興担当主幹：當眞紀子　　文化振興係長：中花彩乃

　　主査（再）：矢野淳一　　　　　 文化財主事：朝倉　唯　　　　　文化財主事：曽我真実子

９　発掘調査から本書の刊行にいたるまで、千葉県教育委員会をはじめとする関係諸機関の方々からご指

　導・ご協力をいただいた。記して感謝の意を表したい（敬称略・五十音順）。

　小高春雄、平塚憲一、星野温也、国土地理院地理空間情報部情報サービス課地理史料係

　

凡　　例
１　本書で使用した地形図は、第１図　地形図「久留里」(1：25,000) 国土地理院発行、第５図　君津市

　地形図「Ｌ－７」「Ｌ－８」(1：2,500) 君津市発行である。

２ 　本書の第２図「久留里城縄張り図」は、小高春雄『君津の城』私家版 2001 による。第３図「寛保３

年 久留里城絵図（写）三の丸部分」、第４図「明治期 久留里改租図 三の丸跡部分」、第 17 図「三の丸

御屋形図」については所有者の許可を得て掲載した。また、第 11 図は、国土地理院の許可を得て、古

地図コレクション 20,000 分の１迅速測図原図（フランス式彩色図）の明治 15 年作成「千葉縣上總國　

望陀郡久留里市場町」を部分拡大し使用した。

３　本書で使用したトレンチ・遺構の略号は以下のとおりある。

　Ｔ：トレンチ、ＳＢ：地業遺構、ＳＫ：土坑、ＳＤ：溝、ＳＡ：木杭遺構

４　遺構・遺物実測図のスクリーントーンは、下記のことを示す。

瓦 礫岩 釉薬木杭シルト岩 〔遺物〕〔遺構〕
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第１章　はじめに

第１節　調査にいたる経緯

　令和５年７月 24 日付けで、ISWIN JAPAN 株式会社より文化財保護法第 93 条に基づく「埋蔵文化財発掘

の届出について」の提出があった。開発目的は倉庫建設で、開発予定面積は 4,548.24 ㎡である。開発区

域は「周知の埋蔵文化財包蔵地内 ( 久留里城跡 )」で、開発着手前に確認調査を実施する必要がある旨を

事業者に説明した。協議の結果、計画どおり事業を行うことになり、遺跡の規模及び性格を把握するため

の確認調査を実施することとした。確認調査は、令和５年 11 月 13 日から同年 12 月 19 日まで行った。

　確認調査の結果、近世の地業遺構、溝跡、木杭遺構等が検出されたため、事業者と君津市教育委員会生

涯学習文化課とで再度協議を行った。その結果、倉庫を建設する部分は、遺構を保護するため盛土工事を

行い、また、それ以外の遺構が確認された箇所については現状保存する方針となった。なお、調査はすべ

て君津市教育委員会で行った。

第２節　地理的・歴史的環境（第１図）

　今回、確認調査を実施した久留里城跡３は、君津市久留里字交代 416 番４の一部ほかに所在し、JR 久

留里線久留里駅の南東約 1.2 ㎞、国道 410 号線沿いの高速バス 久留里城三の丸跡停留所前の東側に位置

する。

　清澄山系を源とし東京湾に注ぐ小櫃川は流路延長 88 ㎞で、県の内陸部で最長の二級河川である。久留

里は南総のほぼ中央に位置し、小櫃川が上流域から中流域へ移行する場所に当たる。中世戦国から近世ま

で存続した久留里城の跡は、曲流する小櫃川右岸の標高 70 ～ 140 ｍの「城
しろやま

山」と呼ぶ丘陵部と標高 40 ～

50 ｍの河岸段丘に立地し、その範囲は東西 1.2 ㎞、南北 1.2 ㎞におよぶ。　

　城山の地質は、房総半島がまだ海底の頃の約 60 万年前以降に堆積した砂質シルト岩、シルト質砂岩を

主体とする上総層群柿ノ木台層によって形成され、地中に浸透した水はこの地層に阻まれ、崖面の至ると

ころで絞り水が観察できる。また、城山西麓の急崖下に開けた段丘は、久留里Ⅲ面で約６千年前の縄文海

進堆積面に対応する。

　周辺の植生は、ウラジロガシ、スダジイを中心とする照葉樹林をはじめ、ウラジロ、アカシデなど多種

の植物が見られる。

参考文献

　　『千葉の自然誌 本篇２ 千葉県の大地』千葉県　1997

　　『君津市史 自然編』君津市　1996

　　『千葉県埋蔵文化財分布地図（４）－君津・夷隅・安房地区（改訂版）－』2000　千葉県教育委員会
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第１図　久留里城跡の位置と周辺の遺跡

№ 遺跡名 時　代 立　地 № 遺跡名 時　代 立　地

1 久留里城跡 中 ・近世 丘陵 ・段丘 19 青柳宮ノ前遺跡 古墳 段丘

2 安住陣屋跡 近世 台地 20 青柳西の前遺跡 弥生 ・古墳 段丘

3 大門遺跡 縄文 ・弥生 ・古墳 段丘 21 青柳天王遺跡 平安 段丘

4 浦田上ノ台遺跡 縄文 段丘 22 寺後遺跡 縄文 段丘

5 怒田遺跡 縄文 台地 23 富田田面遺跡 旧石器 ・古墳 ・奈良平安 ・中 ・近世 段丘

6 怒田砦跡 中世 丘陵 24 向郷菩提遺跡 旧石器 ・縄文 ・奈良平安 ・中 ・近世 段丘

7 川谷砦跡 中世 丘陵 25 岩室城跡 中世 丘陵

8 下タ村塚群 中 ・近世 丘陵 26 日陰山古墳群 古墳 丘陵

9 勝負谷遺跡 古墳 丘陵 27 富田横穴群 古墳 丘陵

10 箕輪富士塚群 近世 丘陵 28 日陰山横穴群 古墳 丘陵

11 箕輪遺跡 縄文 ・古墳 （後） ・ 奈良平安 丘陵 29 向郷上野台遺跡 縄文 ・古墳 段丘

12 入定寺廃寺跡 中 ・近世 丘陵 30 上野台古墳群 古墳 段丘

13 郷倉遺跡 弥生 （後） 丘陵 31 向郷陣屋 近世 台地

14 上新田張山遺跡 平安 ・中世 段丘 32 松葉古墳群 古墳 微高地

15 青柳向台遺跡 縄文 ・弥生 （中） ・ 古墳 ・奈良平安 ・中世 段丘 33 御陣屋遺跡 古墳 台地

16 向台塚 中 ・近世 段丘 34 御陣屋古墳群 古墳 台地

17 鏡畑塚 中 ・近世 段丘 35 向郷遺跡 縄文 台地

18 青柳下原遺跡 古墳 段丘 36 寺ノ台古墳 古墳 丘陵



第３節　久留里城の沿革（第２～４図、表１）

　久留里城が史料に初出するのは、戦国期の天文６年（1537）、西上総を支配していた真里谷武田氏の内

紛に関係するもので、領内の城として久留里も巻き込まれている。武田氏の没落後、天文 10 年（1541）

年代の中頃、安房国から上総国へ進出し、領土拡大を狙う里見義堯の居城となり、永禄３年（1560）と同

７年（1564）、北条氏の久留里城攻めが行われている。後者の戦では、里見氏は敗北し久留里から撤退す

ることになるが、後に奪還している。天正２年（1574）、義堯が没すると、里見氏領内の城として存続す

るが、同 18 年（1590）、豊臣秀吉の小田原合戦の終結後の国替えにより、上総国を含む関東６か国は徳川

家康の支配するところとなる。

　久留里城には大須賀忠政が３万石で入城、続く慶長７年（1602）には土屋忠直が２万石で入城、以後、

利直が遺領を継ぐが、延宝７年（1679）、３代頼直（直樹）の時、改易され廃城となる。翌年、土屋氏の

旧領は、上野国前橋の酒井氏の加増地となり、久留里の安住に陣屋（侍屋敷）を置き統治した。それから

63 年後の８代将軍徳川吉宗の治世、寛保２年（1742）７月、黒田直純が３万石で、上野国沼田から久留

里へ所替えとなり、幕府から５千両を拝領し、田畑と化した古城地に城を築いた。

　その後、黒田氏が代々遺領を継ぎ、９代直
なおなか

養の時、明治維新を迎えることとなった。黒田氏時代の城郭

は、寛保３年（1743）５月、幕府に提出した『久留里城絵図（写）』によると、山上に本丸・二の丸、麓

に内堀と外堀で囲む三の丸・外曲輪を配置するもので、本丸に二重櫓（天守）、二の丸に長屋塀（多聞櫓）、

三の丸と外曲輪に二重櫓各２箇所、大手（追手）門、搦手門、三の丸門、戸張（外張）門、また、この絵

図に描かれていないが、三の丸に政庁・藩主の居所である「御屋形」（御殿）があった。

　昭和52年（1977）、天守閣再建と資料館建設に伴い本丸跡と二の丸跡で発掘調査が行われた。調査の結果、

二の丸跡から切り出したシルト岩を本丸の二重櫓、二の丸の長屋塀等の礎石に用いたことが判明したほか、

本丸跡では里見氏時代の所産と考える柱穴も見つかっている。昭和53年、本丸跡に望楼型の天守閣が再建、

翌年、二の丸跡に資料館が建設された。

0 200ｍ

＊ゴシック地名・通称が（　）内が「久留里城地図」（酒井氏時代）、それ以外は「久留里藩制一班」（黒田氏時代）小高春雄『君津の城』私家版2001を加筆

第２図　久留里城縄張り図
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参考文献

　　『上総久留里城』久留里城址発掘調査団　1979

　　『久留里城ガイドぶっく』君津市立久留里城址資料館　2013

　　『君津市史　自然編』君津市　1996

表１　黒田氏時代 城内施設の記事

西暦 和歴 藩主 記　　　事

1743 寛保３ 初代 直純  5.  築城絵図・書付を幕府に提出する。

絵図奥書「本丸・二之丸・三之丸・外曲輪、二重櫓５ヶ所・楼門４ヶ所・衡門４ヶ所・舛形４ヶ

所・虎口４ヶ所・木戸９ヶ所・橋４ヶ所板橋、三之丸居所家作・外曲輪大手門内外 侍屋敷・

戸張門内腰曲輪 侍屋敷・安住古より侍屋敷並足軽屋敷、外曲輪大手門内・戸張門内腰曲輪、

堀」（『久留里城絵図 （写）』）。

 6. 4　幕府、築城の許可を出す。

 8.21　「本丸」で鍬初めを行う。

1744 延享元  9. 7　「三ノ丸屋形」の地祭りを行う。　10. 6　「三ノ丸屋形」の棟上げを行う。

・城築場所奉行頭取 森清太夫光仲、「三之丸南櫓」の普請を担当する（『黒田家臣伝稿本』）。

1745 延享２  3. 4　「三之丸並び土居・塀、居所・家来の屋敷」は完成したが、「本丸・二之丸」は山上のため、

　容易に進んでいないので、久留里入りの許可を幕府に請う。

 3.23　仏殿道具を城内「仏殿」に入れる。　5.16　城内に鎮守「神明宮」を勧請する。

 5.　　城がほぼ完成し、久留里安住に仮住まいの諸役人等が城に移る。

1765 明和２
 4.27　「大手御門」の柱建て・棟上げを行う。

1767 明和４
12.27　　21 時 40 分頃、「三ノ丸 内交代 20 間長屋」１棟焼失する。

1770 明和７
 7.16　「外張侍屋敷」より失火、1軒類焼する。

1777 安永６ ２代 直亨  4.21　「二ノ御丸 御長屋塀」の棟上げを行う。

・「三之丸北の御櫓」の普請を行う（『丹公美談』）。

・城築小奉行 楢部代六、「三之丸北ノ櫓（鼓楼）」の普請を担当する（『黒田家臣伝稿本』）。

1778 安永７
 9.12　「搦手御門」が完成する。  

11. 1　獅子曲輪の獅子の台に「茶室」を建てる（『丹公美談』）。  

1782 天明２
11.16　城山剣峯に「丹生明神」を勧請する。  

1791 寛政３ ４代 直温
10. 2　明け方「外交代長屋 30 間」焼失する。

1800 寛政 12
 8.13　暴風雨により「表居所并侍屋敷」大破する。

1801 享和元  4.15　午前３時 40 分頃、上総地震（M6.5）により、「本丸土居・土塀、二ノ丸、三之丸土塀・

門、大手門・土塀、搦手門・土塀」などが破損する。

1842 天保 13 ７代 直静
11.　 城内搦手に藩校「三近塾」を設立する（『旧久留里藩学制沿革概禄』）。 

1844 弘化元
 6.　「本丸櫓」の修復を楢部無事右衛門に命じる（『黒田家臣伝稿本』）。

1855 安政２ ８代 直和 10. 2　午後 10 時頃、安政の江戸地震（M6.9）により、「本丸・二の丸・三の丸の土塀・櫓・

柵・門・土蔵・侍屋敷・長屋」などが破損する（『雨城会報第５号』）。

1868 慶応４ ９代 直養
閏 4.10 官軍、「武具庫」を封印する（『雨城の夢』）。

1871 明治４
 5.    戸張に「政庁」（藩庁）が落成する（『雨城の夢』）。

 7.14　廃藩置県

 8.16　久留里県、廃城伺いを東京府へ提出する（『雨城の夢』）。

1872 明治５  2.15　兵部省官吏、旧城を点検し、「楼・櫓・殿閣」等が入札により、払い下げられる。以降、城郭を毀して、桑

田となる（『雨城の夢』）。

1873 明治６
 5.17　大谷の村人、「御櫓」の取り壊しをする（『朝生家日記』）。

※資料名のない記事は『御明細録 -上総久留里藩主黒田氏の記録 -』上総古文書の会　2006 による。
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第３図　寛保３年 久留里城絵図（写）三の丸部分

第４図　明治期 久留里改租図 三の丸跡部分
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第４節　調査対象地（第５図、図版１）

　調査対象地の久留里城跡３は、近世黒田氏時代の三の丸跡北側に位置する。対象地外の東側、1.20 ｍ

ほど低くなっている場所は「薬園」の跡で、その下に戸
と ば り

張川が北西へ流れ、小櫃川に河水を落としている。

西側は「三之丸門」と「内堀」の跡で、後者は地割に痕跡を残している。現在、対象地は休耕田で標高は

43.00 ｍ前後、南西の内堀跡が 42.40 ｍである。城に関係する「大
お お て う ち

手内」「大
お お て そ と

手外」などの小字名を残す。

対象地は小字名を「交
こうたい

代」と呼び、江戸の屋敷から城主に随行した家臣の宿舎「交代長屋」に因むものと

いう（１）。

　対象地周辺での久留里城跡関係の発掘調査（確認調査）は、平成３年（1991）に駐車場造成に伴い三の

丸跡南側の内堀跡から分岐した外堀跡の調査（２）が実施され、現地表面から深さ 1.50 ～ 2.00 ｍで堀底を

検出した。平成６年（1994）には市道整備に伴い、三の丸跡南側の内堀跡の外周の調査（３）が行われ、近

世の溝状遺構を検出している。

註（１）『久留里城誌』久留里城再建協力会　1979

　 （２）「久留里城跡」『平成３年度 千葉県君津市内遺跡発掘調査報告書』君津市教育委員会　1992

　 （３）「発掘調査報告 久留里城跡」『君津郡市文化財センター年報№ 13- 平成６年度 -』財団法人君津郡市文化財セ

　　　　ンター　1996

第５図　調査対象地位置図

久留里城跡３（今回調査）

久留里城跡１（1991年調査）

久留里城跡２（1994年調査）
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第５節　調査の方法（第６図、図版１）

　調査対象地4,548.24㎡内の遺構の有無と性格を把握するため、37本のトレンチを設定し調査を進めた。

また遺構を検出したトレンチでは、広がり見るため３本の追加拡張トレンチを入れている。確認調査の面

積は、505.9 ㎡である。調査を実施するにあたり、公共座標に基づく基準点測量は専門業者が行い、この

杭を用いて現地での平面図・断面図などの実測作業を行った。今回の対象地が、城跡ということもあり、

調査前に平板測量による対象地の現況図の作成を行った。その際、東・西・北側に存在する法面の等高線

も測定し記入した。各トレンチの調査は、遺構の確認面まで重機により掘り下げた後、人力による精査、

遺構の検出を行った。しかし、対象地北東部のトレンチ１・トレンチ２（以下、トレンチはＴ１・Ｔ２と

表記）については、狭小で法面の下にあることから、重機の掘削を断念し人力で掘削を行っている。遺構

や遺物の出土状況の記録は、平板測量、50 ㎝方眼設定による平面図の作成及び土層断面図の作成を行った。

写真撮影については、デジタルカメラを使用した。

　調査終了後は重機により排土を埋め戻して現状復帰し、現地作業を終えた。

第６節　基本層序（第６図）

　基本層序は調査対象地の北側列、中央列、南側列の３か所で観察した。北側列のＴ３・Ｔ４では、現

地表面から約 0.20 ｍまでが旧水田耕作土（灰褐色土）のⅠ a 層、Ｔ３では東側に地盤が下がっているた

め、Ⅰ a 層 の下に 0.15 ～ 0.30 ｍの整地層（暗黄褐色土）Ⅰｂ層が見られる。その下の黄褐色土粒を少

量含んだ黒褐色土のⅡ a 層は、上面の標高が 42.70 ｍで、Ｔ 29 で検出した土塁下の旧表土上面の標高と

ほぼ一致する。第３図の久留里城絵図（写）等によるとＴ３の北側付近には、土塁が存在したことから、

Ⅱ a 層はＴ 29 と同様の性格と考える。Ｔ４のⅠ a 層の下は、瓦片を少量、炭化粒を微量に含む暗灰褐色

土のⅠ c 層で整地している。遺構の確認面は地山の黄褐色シルトのⅢ層上面で、現地表面からの深さは、

Ｔ３で 0.55 ｍ、Ｔ４で 0.40 ｍ。法面下のＴ 1の現地表面はＴ３よりも 1.25 ｍ低く、畑耕作土（暗褐色土）

のⅠa′層を0.15～ 0.25ｍ掘り下げると地山の黄白色シルトのⅣ層上面となる。中央列のＴ11・Ｔ12は、

厚さ 0.15 ～ 0.20 ｍのⅠ a 層の下が地山のⅢ層となる。南側列のＴ 24 ではⅠ a 層の下にⅠｂ層、灰色粘

質土の I ｄ層、Ⅱ a 層、地山のⅢ層上面、Ｔ 23 ではⅠ a 層の下に I ｄ層、暗灰色砂質土のⅡ b 層、地山

のⅢ層上面となる。段差下のＴ 22 の現地表面はＴ 23 より 0.55 ｍ低い。Ｔ 22 はⅠ a層の下に黒褐色土を

少量含む暗黄褐色土のⅠｂ′層、黒褐色土のⅡ a 層、地山のⅢ層上面となる。現地表面から確認面までの

深さは、Ｔ 24 で 0.75 ｍ、Ｔ 23 で 0.70 ｍ、Ｔ 22 で 0.60 ｍである。
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第６図　トレンチ・遺構配置図及び基本土層図
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№ 幅×長さ（ｍ） 確認面深さ（ｍ） 遺　構 遺　物

Ｔ１ 1.00 × 3.50 0.15 磁器染付皿１（15.5 ｇ）

Ｔ２ 1.00 × 3.30 0.15 磁器白磁器種不明１（4.8 ｇ）

Ｔ３ 2.00 × 5.00 0.65 １号地業遺構（SB001） 桟瓦７（2.8 ㎏）、土師器坏 1（2.4 ｇ）・甕１（2.2g）

Ｔ３Ｅ 2.00 × 7.00 0.65 １号地業遺構（SB001）
陶器碗２（90.7 ｇ）、土師器坏１（2.1 ｇ）、軒桟瓦軒丸部１（160 ｇ）・軒桟瓦

軒平部３（360 ｇ）・桟瓦 14（2.9 ㎏）、鉄製品頭巻釘（3.5 ｇ）・用途不明品（60.4g）

Ｔ４ 2.00 × 5.00 0.40 桟瓦９（790 ｇ）

Ｔ５ 2.00 × 7.50 0.40 桟瓦１（10 ｇ）

Ｔ６ 2.00 × 5.00 0.15 桟瓦１（160 ｇ）

Ｔ７ 2.00 × 7.50 0.30 擂鉢１（29.3 ｇ）、桟瓦４（300 ｇ）

Ｔ８ 2.00 × 5.00 0.15 桟瓦３（370 ｇ）

Ｔ９ 2.00 × 7.50 0.45 丸瓦１（320 ｇ）・桟瓦４（490 ｇ）

Ｔ 10 2.00 × 5.00 0.15 ４号土坑（SK004）

陶器壺１（112.1 ｇ）・擂鉢３（65.9 ｇ）、磁器染付碗７（200.5 ｇ）、土師器坏

５（37.7 ｇ）、軒桟瓦軒丸部１（25 ｇ）・軒桟瓦軒平部５（1.3 ㎏）・丸瓦６（830

ｇ）・桟瓦 106（15.2 ㎏）

Ｔ 11 2.00 × 7.50 0.20 桟瓦２（100 ｇ）

Ｔ 12 2.00 × 5.00 0.15 桟瓦１（６ｇ）

Ｔ 13 2.00 × 5.00 0.30 桟瓦１（１ｇ）

Ｔ 14 2.00 × 7.50 0.35 丸瓦１（150 ｇ）・桟瓦４（980 ｇ）

Ｔ 15 2.00 × 7.50

0.50 ３号土坑（SK003） 磁器染付小坏１（9ｇ）、桟瓦１（210 ｇ）

土坑外
磁器白磁小坏３（16.8 ｇ）、擂鉢１（17.1 ｇ）、鬼瓦１（80 ｇ）・丸瓦３（920 ｇ）・

桟瓦 54（10.2 ㎏）

Ｔ 16 2.00 × 5.00 0.50 桟瓦１（10 ｇ）

Ｔ 17 2.00 × 5.00 0.65

Ｔ 18 2.00 × 5.00 0.70

Ｔ 19 2.00 × 5.00 0.65 桟瓦３（325 ｇ）、石製品砥石１（59.5 ｇ）

Ｔ 20 2.00 × 17.00 0.35

１号土坑（SK001）
磁器染付碗１（3.9 ｇ）、鬼瓦ヵ１（300 ｇ）・軒丸瓦１（160 ｇ）・丸瓦４（140

ｇ）・軒桟瓦軒丸部１（60 ｇ）・軒桟瓦軒平部２（730 ｇ）・桟瓦 117（9.2 ㎏）

２号土坑（SK002）
鬼瓦ヵ１（220 ｇ）・軒桟瓦軒平部１（10 ｇ）・桟瓦 22（1.2 ㎏）、鉄製品 両頭

金具１（4.1 ｇ）

土坑外 土師器坏１（5.4 ｇ）、軒丸瓦１（150 ｇ）・丸瓦２（295 ｇ）・桟瓦 71（３㎏）

Ｔ 21 2.00 × 8.80 0.95 内堀跡

Ｔ 22 2.00 × 7.50 0.60

Ｔ 23 2.00 × 5.00 0.70 桟瓦３（205 ｇ）

Ｔ 24 2.00 × 5.00 0.75

Ｔ 25 2.00 × 5.00 0.75 土師器坏１（6.6 ｇ）

Ｔ 26 2.50 × 10.00
0.40 1 号溝（SD001） 陶器土瓶蓋１（30.9 ｇ）・擂鉢１（20.2 ｇ）、桟瓦２（250 ｇ）

0.80 ～ 1.60 1 号木杭遺構（SA001）

Ｔ 27 2.00 × 10.00 0.55
1 号溝（SD001） 鬼瓦４（600 ｇ）・軒桟瓦軒平部１（350 ｇ）・丸瓦１（150 ｇ）、桟瓦 14（1.8 ㎏）

溝外 擂鉢１（54.3 ｇ）、冠瓦２（160 ｇ）・丸瓦１（385 ｇ）・桟瓦 31（4.2 ㎏）

Ｔ 27 Ｅ 2.00 × 5.00 0.70 1 号溝（SD001）上面 桟瓦８（2.9 ㎏）

Ｔ 27 Ｗ 2.50 × 8.00 0.65 1 号溝（SD001）上面 桟瓦 71（12.4 ㎏）

Ｔ 28 2.00 × 5.00 0.70 桟瓦１（50 ｇ）

Ｔ 29
2.00 × 4.00 0.30 土塁跡

1.00 × 4.00 0.70 内堀跡

Ｔ 30 2.00 × 5.00 0.60

Ｔ 31 2.00 × 13.5 0.60 桶底板１（510.6 ｇ）※裏に判読不明墨書あり

Ｔ 32 2.00 × 5.00 0.55 ２号木杭遺構（SA002） 桟瓦 14（3.6 ㎏）

Ｔ 33 1.30 × 15.00 0.50 ３号木杭遺構（SA003） 軒桟瓦１（380 ｇ）・軒桟瓦桟平部１（15 ｇ）・桟瓦５（1.8 ㎏）

Ｔ 34 1.30 × 5.00 0.80 軒桟瓦桟平部２（440 ｇ）・丸瓦２（1.3 ㎏）・桟瓦９（860 ｇ）

Ｔ 35 1.00 × 5.50 0.50 内堀跡

Ｔ 36 2.00 × 5.00 0.80 内堀跡

Ｔ 37 1.50 × 2.00 0.70 内堀跡

三の丸 北東隅法面（三の丸 NE 法）採取の瓦 軒桟瓦桟平部１（250 ｇ）・丸瓦１（330 ｇ）・桟瓦７（1.6 ㎏）

表２　トレンチ及び遺構・遺物一覧表
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●EPA 42.50ｍ
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●
EP
B
42
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0ｍ

●
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１ 灰 色粘質土　（近年の水田耕作土）
２ 褐色粘質土　灰褐色土塊を多量、
　     　　　　　瓦片・小砂利を少量含む。
３ 褐色砂質土
Ⅲ 黄褐色シルト
Ⅴb 暗灰色粘質土

第７図　１号地業遺構（SB001）

第８図　３号土坑（SK003）
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● 第 16 図 42
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・
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第 16 図 43

砂利検出範囲

●SPA 43.20ｍ
● SPA’

●SPB 43.20ｍ
● SPB’

5

1

2

34

5

6

Ⅲ
Ⅳ
Ⅴa

１ 灰色粘質土　　　（近年の水田耕作土）
２ 灰褐色粘質土　　（近年の水田耕作土）
３ 暗黄褐色粘質土　（整地層）
４ 暗灰褐色粘質土　黄褐色土粒・塊を少量含む。
　　　　　　　　　（明治期以降の耕作土）
５ 暗灰褐色砂質土　１～５㎝の砂利を多量含む。
　　　　　　　　　（１号地業遺構）
６ 黒褐色粘質土　　黄褐色土粒・塊を少量含む。
　　　　　　　　　（土塁下の旧表土層の可能性あり）
Ⅲ 黄褐色シルト
Ⅳ 黄白色シルト
Ⅴa 黒褐色粘質土

0 20 ㎝

シルト岩切石サンプル実測図
１
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第２章　調査成果

第１節　トレンチ調査（第６図、表２）

　調査対象地に 37 本のトレンチを設定した。調査は北東部のＴ１・Ｔ３から開始し、南側のＴ 33・Ｔ

34 に向け漸次進み、最後に西側の内堀跡のＴ 35 からＴ 21 の順に実施した。またこの他、トレンチで確

認した遺構の広がりを把握するため、Ｔ３Ｅ、Ｔ 27 Ｅ・Ｔ 27 Ｗの３本のトレンチを追加設定し調査を行っ

た。

　確認調査の結果、近世の地業遺構（SB001）１基、土坑（SK003）１基、溝跡（SD001）１条、木杭遺構（SA001

～ 003）３箇所、土塁跡１条、内堀跡１条、近代以降の土坑（SK001・002・004）３基を検出した。

第２節　遺構

　近世

地業遺構

１号　SB001( 第７図、図版２)

位置・状況　調査対象地「三の丸跡」の北東隅に位置する。Ｔ３とその東側の拡張区Ｔ３Ｅで、建物方向

に合わせて細長く溝状に掘り、砂利を入れ、切石を置いた布掘地業の北・南・西側を検出した。現地表面

から遺構確認面までの深さは約 0.65 ｍで、標高は 42.35 ｍ。上面には明治期以降の耕作土と見られる黄

褐色土粒・塊を少量含んだ暗灰褐色粘質土が堆積していた。

規模・形状等　東西 4.00 ｍ以上（２間以上）、南北 3.65 ｍ（約２間）で、東側の法面方向に続く、東西

棟の建物が想定される。布掘の幅は、北側が 0.80 ～ 1.00 ｍ、南側が 0.30 ～ 0.50 ｍ、西側が 0.90 ～ 1.10

ｍ、確認面からの掘り込みの深さは、北側が 0.10 ～ 0.25 ｍ、西側が 0.25 ｍ。北東側では一辺 20 ～ 40

㎝、厚さ 10 ～ 15cm のシルト岩の切石が５箇据えられていた。他は１～５㎝大の砂利を多量に含んだ暗灰

褐色砂質土を溝の中に充填し、上面には比較的大きめの砂利を敷き、最大で長さ 18 ㎝のものも確認できた。

また、割れた瓦が地業の上面で少し出土しているが、砂利とともに埋め込んだといったものではない。１

のサンプル採取したシルト岩切石の大きさは、長さ 27 ㎝、幅 19 ㎝、厚さ 11.2 ～ 15 ㎝で、表と裏にノミ

の痕跡が認められた。

土坑

３号　SK003( 第８図、図版２)

位置・状況　対象地中央の東側、Ｔ 15 の中央西寄りで検出した。現地表面から遺構確認面までの深さは

約 0.50 ｍで、標高は 42.20 ｍ。確認面で切石が集中する箇所を検出した。これらの石は投げ込まれたも

のではなく平らに置かれていた。地業遺構の可能性もあるが、周囲に同様のものが見られず土坑として調

査した。上面には灰褐色土塊を多量、瓦片・小砂利を少量含んだ褐色粘質土が堆積していた。

規模・形状等　径 1.30 ｍ、深さ 0.05 ｍの不整な円形で、長さ 40 ㎝、幅 20 ～ 30 ㎝、厚さ８～ 10 ㎝のシ

ルト岩１個、礫岩２個を三角形状に据え、その間に８～ 25 ㎝のシルト岩と礫岩を詰めていた。



溝跡

１号　SD001（第９図、図版３）

位置・状況　対象地の南側のＴ 26、Ｔ 27 で検出した。Ｔ 27 では切石が東西方向のトレンチに沿うよう

に複数見られ、調査の結果、溝の護岸として置いた石組の列と判明した。上面には瓦片・礫を少量含んだ

暗灰色砂質土が堆積していた。東側のＴ 26 では、溝の平面が確認できず、掘り下げを進め、溝の底面部

分を検出した。石組はなく、溝南測に木杭列の 1号木杭遺構を検出した。さらに溝の方向や性格を知るた

め、Ｔ 27 の東側と西側をそれぞれ拡張したところ、Ｔ 27 西側拡張区のＴ 27 Ｗで、西側に向っていた溝

が南側方向に屈曲する隅を検出した。現地表面から遺構確認面まで、Ｔ27が深さ約0.55ｍ、標高42.70ｍ、

東側のＴ 26 が深さ約 0.40 ｍ、標高 42.45 ｍで、東側に地形が下がる。

規模・形状等　Ｔ 27 ＷからＴ 26 で検出した東西方向の溝の総延長は 33.00 ｍ以上で、隅から南側方向に

延びる溝は、約 2.00 ｍ検出した。溝は、Ｔ 27 の東側で上幅 1.25 ｍ、下幅 0.70 ｍ、深さ 0.40 ｍ、断面

形は逆台形状で、Ｔ 26 の東側が、上幅 1.10 ｍ・下幅 0.25 ｍ、深さ 0.60 ｍ、断面形は薬研状であった。

Ｔ 27 で検出した石組列は、ほとんど失われていたが、トレンチ北東側では、軟弱な礫岩の切石が並ぶ様

子が顕著に見られた。また、石組は溝底面に接する根石だけで、二段目を積んだ箇所はなかった。根石

と対岸の根石での溝幅は 0.55 ｍ。切石の大きさ・形は一定せず、長さ５～ 55 ㎝、幅５～ 24 ㎝、厚さ５

～ 10 ㎝、形も三角、四角と不揃いである。１のサンプル採取した礫岩切石の大きさは、長さ 21.7 ㎝、幅

24.5 ㎝、厚さ 6.8 ～ 8.2 ㎝。

Ｔ27

１号溝

●
43.50ｍ

●
Ｔ27見通し断面図

●SPA 43.50ｍ
● SPA’

SPA・
・
SPA’

1
2

3
４

Ⅱc
Ⅲa
Ⅲ

1
2

3
５

Ⅱc

Ⅲ

Ⅱc
Ⅲa
Ⅲ

１ 暗灰褐色土　　　（表土）
２ 暗灰色粘質土　　暗黄褐色土を少量含む。
　　　　　　　　　（近年の水田耕作土）
３ 暗黄褐色粘質土　暗灰色土を少量含む。
４ 暗灰褐色粘質土　１～５cm大の小砂利を多量、
　　 　　　　　　　瓦片・木片・自然木を少量含む。
５ 暗灰色砂質土　　瓦片・礫を少量含む。

１ 暗灰褐色土　　　（表土）
２ 暗褐色粘質土
３ 黒褐色粘質土　　黄褐色土粒を少量含む。
４ 暗黄褐色粘質土　瓦片・小砂利を少量含む。
Ⅲ 黄褐色シルト
Ⅴc灰褐色粘質土
Ⅵ 暗青灰色粘質土

木杭 (３) サンプル実測図

Ⅱc  黒灰色粘質土　（旧表土）
Ⅲa  黄褐色シルト　Ⅱcを少量含む。
Ⅲ    黄褐色シルト

礫岩切石サンプル実測図
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２
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(８) (11) (12) (13) (14) (15) (16) (17)
(19)(18)

(21)(20)

●
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Ｔ26見通し断面図※（　）は木杭番号

Ⅴc
Ⅵ

0 30 ㎝

0 2ｍ

0 10 ㎝

第９図　１号溝跡（SD001）及び１号木杭遺構（SA001）
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木杭遺構

１号　SA001（第９図、図版３）

位置・状況　Ｔ 26 の１号溝跡（SD001）の南辺に沿って、木杭 21 本を検出した。北辺に木杭がない理由は、

わからないが、１号溝跡南側の護岸に関係したものと考えたい。現地表面から遺構確認面まで、西側で深

さ 0.80 ｍ、標高 42.50 ｍ、西側で深さ 1.60 ｍ、標高 41.90 ｍ。上面には瓦片と小砂利を含んだ暗黄褐色

粘質土が堆積していた。

規模・形状等　西側の木杭（１）から東側の木杭（21）まで、芯々の長さは 8.40 ｍである。木杭の径は

５～ 12 ㎝。重機によるトレンチ掘り下げの際に木杭（３）が抜けたため、サンプル採取した。２の木杭

（３）の長さは 109.8 ㎝、最大直径は 12.3 ㎝。針葉樹の杭で中位から上位にかけては、樹皮を残したまま

頭部は細くなり、加工せず自然木であったのに対し、中位から下位は断面が円形で、樹皮を剥ぎ、先端部

を四面削って尖らせていた。

２号　SA002（第 10 図）

位置・状況　対象地の南側のＴ 32 の北西隅で、南西から北東方向に横たわる丸材１本と板材１枚、板材

を押さえる木杭２本を検出した。足場板と推定される。現地表面から遺構確認面までの深さ 0.55 ｍ、標

高 42.65 ｍ。上面には瓦片と礫を少量含んだ暗灰色砂質土が堆積していた。

規模・形状等　板材の長さは 168 ㎝以上、幅 22 ～ 26 ㎝、厚さ 12 ㎝、丸材の長さは 115 ㎝以上、径 13 ㎝、

木杭の径６～８㎝。

３号　SA003（第 10 図、図版３）

位置・状況　対象地の最南端、Ｔ 32 の西半分で、南北方向に置かれた角材１本、それを押さえる木杭２本、

南北と東西方向に置かれた板材２枚、他に木杭５本を検出した。現地表面から遺構確認面までの深さ 0.50

ｍ、標高 42.70 ｍ。上面には黄褐色土粒を量含んだ黒褐色粘質土が堆積していた。

規模・形状等　角材は長さ87㎝以上、縦15㎝、横10㎝、東西方向の板材の長さは90㎝、木杭の径７～10㎝。
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3
Ⅲ’

●
43.50ｍ

●

板材丸材
Ｔ32

２号木杭遺構

Ｔ32

１ 暗灰褐色土　　　（表土）
２ 暗黄褐色粘質土　暗灰色土を少量含む。
３ 暗灰色砂質土　　瓦片・礫を少量含む。
Ⅲ’ 暗黄褐色砂質土

１ 暗灰褐色土　　　（表土）
２ 暗黄褐色粘質土　瓦片・小砂利を少量含む。
３ 黒褐色土　　　　黄褐色土粒を少量含む。
Ⅲ 黄褐色シルト

板材

板材

角材

SPA SPA’SPA・ ・SPA’

1

2

3     

●
43.50ｍ

●

Ｔ33見通し断面図

３号木杭遺構

Ｔ33

Ⅲ

丸材 板材

第 10 図　２・３号木杭遺構（SA002・003）
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土塁跡（第６・11・12 図、図版４）

位置・状況　対象地の南西部、Ｔ29東側で土塁跡を検出した。南北方向の畦畔に直交するトレンチを入れ、

土層断面を観察した結果、土塁構築以前の旧表土層と思われる暗灰色土層、黄褐色土や黒褐色土を主とし

た盛土が確認できた。旧表土層上面の標高は 42.70 ｍ。

規模・形状等　土塁底辺の「敷」の長さは 2.10 ｍ以上、確認できた盛土の高さは 0.55 ｍ、法面角度は 37 度。

今回は、１箇所だけの調査となったが、対象地の北側と西側の畦畔沿いに土塁の痕跡が残されているもの

と推定される。『久留里城絵図（写）』奥書に「三之丸　土居高サ貮間、敷六間」と記され、土塁の高さは

約 3.60 ｍ、敷は約 10.90 ｍとする。明治 15 年作成の２万分の１迅速測図原図（第 11 図）には、土塁が

まだ存在している。平成３年（1991）に地元の方に聞き取り調査を行ったところ、明治末年には土塁はほ

ぼ消滅していたという。

第 11 図　明治 15 年迅速測図久留里城跡部分
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内堀跡（第６・11・12 図、図版４）

規模・形状等　対象地の南西部のＴ 21、Ｔ 29 西側、Ｔ 35 ～Ｔ 37 で堀の上面を検出した。またＴ 37 では、

重機による掘り下げを行い、堀の深さを調査した。現地表面から堀上面まで、深さ 0.70 ｍ、標高 41.80 ｍ。

また、Ｔ 21 の北側部分には、西側の国道側から堀跡を通り、対象地の三の丸跡に出入りする幅 1.50 ｍほ

どの道があるが、この場所は『久留里城絵図（写）』では、堀を「橋」で渡し、「三之丸門」の「舛形」に

至る通路である。明治以降、堀は埋められたが橋の部分は、道として利用されていたことが迅速測図原図

等からも窺えるので、道に直交する南北方向のＴ 21 を入れ調査を行った。

規模・形状等　『久留里城絵図（写）』に「堀幅拾間　深サ弐間」と記され、堀の幅約 18.20 ｍ、深さ約 3.60

ｍとする。現状では、東側の法面から西側の国道 410 号線沿いの法面下まで 23.00 ～ 24.00 ｍあり、絵図

より幅広となっている。深さについては、Ｔ 37 で土層断面観察をした結果、現地表面から深さ 3.70 ｍ下

に堆積した黒褐色粘質土層が堀底と考えられる。土塁の底辺からの深さは 3.90 ｍとなる。Ｔ 21 道部分の

断面観察の結果、深さ 0.95 ｍ、標高 41.70 ｍで堀の上面、その上に堀埋没後の水田耕作土、盛土整地層

の順となり、道の硬質面は確認できなかった。昭和 40 年代後半に現在の国道は堀跡に沿って造られてい

るので、その際、国道の面に合わせ、水田に出入りする道をかさ上げしたものと思われる。

第 12 図　土塁跡・内堀跡土層断面図
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6 Ⅳ
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●
43.00ｍ ●

●
40.00ｍ ●

Ｔ37 Ｔ29

●
42.70ｍ ●

１ 暗褐色土　　　　（畦畔）
２ 黄褐色土　　　　暗褐色土を多量含む・土塁盛土）
３ 黒褐色土　　　　黄褐色土を少量含む・土塁盛土）
４ 黄褐色土　　　　暗褐色土少多量含む・土塁盛土）
５ 暗灰色土　　　　（土塁構築以前の旧表土層）
Ⅳ 黄白色シルト　　（地山）

６ 暗褐色土　　　　灰色粘質土を少量含む。( 近年の水田耕作土）
７ 暗灰褐色粘質土と暗灰色粘質土の混合土　( 整地層）
８ 暗灰色粘質土　　（旧水田耕作土）
９ 青灰色粘質土　　（酸化すると色調が黄褐色に変化・堀を埋めた土で、上面が確認面）
10 黒褐色粘質土　　（最終時の堀底）
11 暗青灰色粘質土　（黒褐色粘質土が互層に入る）
12 黒褐色粘質土　　（掘削当時の堀底）
13 暗青灰色粘質土

0 1ｍ



－ 16 －

　近代以降

土坑

１号　SK001（第 13 図、図版４）

位置・状況　対象地の中央、Ｔ 20 の南側で瓦が集中する箇所があり、瓦の廃棄土坑と判明した。現地表

面から遺構確認面までの深さは約 0.60 ｍ、標高は 42.15 ｍ。上面には瓦や小砂利を少量含んだ暗灰褐色

砂質土が堆積していた。Ｔ 20 付近は「三之丸門」の「舛形」があった場所にあたる。

規模・形状等　南北 1.18 ｍ、東西 0.42 ｍ以上、深さ 0.32 ｍの楕円形の土坑で、東側部分を検出した。

土坑の底面付近から上位にかけて、多量の瓦片や礫を含んだ黒灰色粘質土で埋まっていた。

２号　SK002（第 13 図、図版４）

位置・状況　対象地の中央、Ｔ 20 の中央北寄りで瓦の範囲を検出し、１号土坑（SK001）と同様、瓦の廃

棄土坑と判明した。現地表面から遺構確認面までの深さは約 0.50 ｍ、標高は 42.55 ｍ。上面には瓦片や

小砂利を少量含んだ暗灰褐色砂質土が堆積していた。

規模・形状等　南北 1.28 ｍ、東西 0.76 ｍ以上、深さ 0.22 ｍの楕円形の土坑で、東側部分を検出した。

少量の瓦や礫を含む黒灰色粘質土で埋まっていた。

４号　SK004（第 13 図、図版４）

位置・状況　対象地の中央北寄り、Ｔ 15 の東側で検出した楕円形の土坑である。当初は水田耕作土下の

瓦を少量、炭化物を微量含んだ暗灰褐色粘質土の包含層と考えたが、調査が進む中で掘り込みが確認でき

たことから瓦の廃棄土坑と判断した。現地表面から遺構確認面までの深さは約0.20ｍで、標高は41.85ｍ。

規模・形状等　南北 0.50 ｍ以上、東西 1.65 ｍ（土層断面の計測）、深さ 0.55 ｍ（土層断面の計測）の土

坑で、南側部分を検出した。下位に多量の瓦が見られた。暗灰褐色粘質土、黄褐色粘質土で埋まっていた。

第 13 図　１・２・４号土坑（SK001・002・004）
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４号土坑
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●SP 40.50ｍ ● SP’

１号土坑

１ 黒灰色粘質土　瓦片・礫を多量含む。
Ⅲ 黄褐色シルト　（地山）

１ 灰褐色粘質土　　（近年の水田耕作土）
２ 暗黄褐色粘質土　灰褐色土を多量含む。( 畦畔）
３ 暗黄褐色粘質土　灰褐色土を少量含む。
４ 暗灰褐色砂質土　瓦片・小砂利を少量含む。
５ 黒灰色粘質土　　瓦片・礫を少量含む。
Ⅲ 黄褐色シルト　　（地山）

１ 灰褐色粘質土　　（近年の水田耕作土）
２ 暗灰褐色粘質土　瓦を少量、炭化物を微量含む。
３ 黄褐色粘質土　　暗褐色土塊を少量、下部に瓦片を多量含む。
４ 暗灰褐色粘質土　黄褐色土塊・瓦片を少量含む。
Ⅲ 黄褐色シルト　　（地山）

Ⅲ

SP・ ・SP’
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第３節　遺物 (第 14 ～ 16 図、表３、図版５～７)

　遺物は近世の陶磁器、瓦、鉄製品（用途不明品・頭巻釘・両頭金具）、石製品（砥石）、木製品（桶底板）

が出土した。実測した遺物の詳細は観察表にまとめた。また、図示していないが古墳時代後期の土師器坏・

甕の小破片が、Ｔ３・Ｔ３Ｅ・Ｔ 10・Ｔ 20・Ｔ 25 の下層の堆積土に混入していた。

　陶器　瀬戸・美濃系の碗２点（90.7 ｇ）・壺１点（112.1 ｇ）・擂鉢４点（86.1 ｇ）、丹波系と見られる

擂鉢１点（29.3 ｇ）、産地不明の土瓶１点（30.9 ｇ）・擂鉢２点（71.4 ｇ）が出土した。

　磁器　肥前系の染付碗８点（204.4 ｇ）染付小坏１（９ｇ）・染付皿１（15.5 ｇ）・白磁小坏３点（16.8

ｇ）・白磁器種不明品１点（4.8 ｇ）で、ほぼ 18 世紀代の範疇に入るものである。

　瓦　鬼瓦５点（680 ｇ）、鬼瓦の可能性がある破片２点（520 ｇ）、冠瓦２点（160 ｇ）、軒丸瓦２点（310

ｇ）、丸瓦 22 点（4.82 ㎏）、軒桟瓦１点（380 ｇ）、軒桟瓦軒丸部３点（245 ｇ）、軒桟瓦軒平部 16 点（3.46

㎏）、桟瓦 591 点（74.92 ㎏）が出土した。軒桟瓦軒平部の唐草文は、17 点中 13 点が江戸式、３点が大坂式、

１点が不明である。江戸式を分類すると、加藤Ⅱ Ga・山崎Ⅲ - １段階が９点、加藤Ⅰ La・山崎Ⅲ - ３段

階が３点、山崎Ⅴ段階が１点となる。

参考文献

　　加藤　晃「江戸時代の瓦における「江戸式」の展開―軒平瓦・軒桟瓦の瓦当文様の変遷―」『史学研究集録』國學

　　　　　　院大學日本史学専攻大学院会　1989

　　山崎信二『近世瓦の研究』独立行政法人国立文化財機構 奈良文化財研究所　2008

第 14 図　陶磁器実測図
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第 15 図　瓦実測図
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第 16 図　瓦・鉄製品・石製品・木製品実測図
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表３　遺物観察表

陶器

№ 出土地 器種 部位・遺存率 計測値（㎝） 産地 特徴

1 Ｔ 10 SK004 壺 底部 1/2 高台径 10.6、現存高 1.4 瀬戸・美濃系 削出し高台。内面一部飴釉、外面釉だれ。胎土黄白色

2 Ｔ３Ｅ 碗 口縁部 ― 瀬戸・美濃系 内外面に灰釉・貫入。胎土黄白色

3 Ｔ３Ｅ 碗 高台 1・腰 1/3 高台径５、現存高 2.6 瀬戸・美濃系 内面に灰釉。胎土黄白色。高台・腰は無釉

4 Ｔ 26 土瓶 蓋 1/6 復元径 9.4、現存高 2.6 不明 外面に鉄釉。胎土赤褐色

5 Ｔ 10 SK004 擂鉢 口縁部 1/8 復元径 19.6、現存高 5.6 瀬戸・美濃系 口縁部内面が受け口状。内外面に錆釉。胎土黄白色

6 Ｔ 10 SK004 擂鉢 体部 ― 瀬戸・美濃系 胎土黄白色

7 Ｔ７ 擂鉢 体部 ― 丹波系ヵ 外面は赤味をおび焼き締まる。胎土暗灰色

8 Ｔ 15 擂鉢 体部 ― 不明 内外面、胎土とも赤味がかり締まる

9 Ｔ 27 擂鉢 体部 ― 不明 内外面、胎土とも淡い橙色

磁器

№ 出土地 器種 部位 遺存率 計測値 （㎝） 産地 特　徴

10 Ｔ 10 SK004 碗
高 台 １・ 体 部

1/3
高台径 4.1、現存高 4.8 肥前系 染付 外面体部に二重網目文・圏線１、高台に圏線２

11 Ｔ 10 SK004 碗 口縁部 1/10 復元口径 10 肥前系 染付 外面に二重網目文、内面に一重網目文

12 Ｔ 10 SK004 碗
高台 4/5・体部

1/5
高台径 4.4、現存高 3.5 肥前系 染付 外面体部に圏線２、高台に圏線１。裏に砂目

13 Ｔ 10 SK004 碗
高台 1/4・体部

1/7
復元高台径 4.4、現存高 3.4 肥前系

染付 外面体部に矢羽根文・圏線１、高台に圏線１、見込

みに「福」文字の偏・圏線１

14 Ｔ 20 SK001 碗 口縁部 ― 肥前系 染付 外面体部

15 Ｔ 15 SK003 小坏
高台 1/4・体部

1/7
復元高台径 2.1、現存高 2.7 肥前系 染付 外面体部、見込み

16 Ｔ 15 小坏 高台 2/3 高台径 3.1、現存高 1.7 肥前系 白磁

17 Ｔ１ 皿 高台 高台径 6、現存高 2.2 肥前系 染付 内面に圏線５

瓦

№ 出土地 種類 計測値 （㎝） 焼成 色調 特　徴

18 Ｔ 27 SD001 鬼瓦 現存長 6.2、現存幅 5.2、厚さ 3.1 良好 黒色

19 Ｔ 27 SD001 鬼瓦 現存長 9.2、現存幅 10.1、厚さ 1.9 ～ 3.1 良好 黒色 黒田氏家紋「升形に月」の左上

20 Ｔ 27 SD001 鬼瓦 現存長 12、現存幅 8.1、厚さ 2.3 ～ 4.3 良好 黒色 黒田氏家紋「升形に月」の右上

21 Ｔ 20 SK001 鬼瓦ヵ 現存長 11.7、現存幅 12.2、厚さ 1.8 ～ 2.7 良好 灰黒色 釘穴１か所

22 Ｔ 20 軒丸瓦
周縁部現存長 4.5・現存幅 13.2、厚さ文様区 1.9・周縁 2.8、

周縁復元径 16 ㎝
良好 灰黒色

23 Ｔ 34 軒桟瓦 軒丸部径 6.6、文様区径 4.1、厚さ文様区 1.4 ～ 1.6・桟 1.9 良好 灰黒色 巴文右巻き

24 Ｔ 33 軒桟瓦
軒丸部径 6.4、文様区径 4.2、厚さ瓦当 1.3・桟 1.9、軒平部

瓦当長 4.3、文様区長 2.5、厚さ瓦当 1.3 ～ 2.3・平 1.9
良好

銀黒色    

黒色
巴文右巻き 唐草文 江戸式Ⅱ Ga・山崎Ⅲ -1

25 Ｔ 34 軒桟瓦 軒平部瓦当長 4.2、文様区長 2.3、厚さ瓦当 1.6 ～ 2.0・平 1.8 良好 灰黒色 唐草文 江戸式Ⅱ Ga・山崎Ⅲ -1

26 北東隅法面 軒桟瓦 軒平部瓦当長 4.2、文様区長 2.2、厚さ瓦当 1.4 ～ 1.6・平 1.7 良好 灰黒色 唐草文 江戸式Ⅱ Ga・山崎Ⅲ -1

27 Ｔ 20 SK001 軒桟瓦 軒平部瓦当長 4.4、文様区長 2.2、厚さ瓦当 1.6 ～ 2.2・平 1.9 良好 灰黒色 唐草文 江戸式Ⅰ La・山崎Ⅲ -3

28 Ｔ 27 SD001 軒桟瓦 軒平部瓦当長 4.4、文様区長 2.1、厚さ瓦当 1.8 ～ 2.1・平 1.8 良好 灰黒色 唐草文 江戸式Ⅰ La・山崎Ⅲ -3

29 T10 SK004 軒桟瓦 軒平部瓦当長 3.9、文様区長 1.8、厚さ瓦当 1.7・平 2 良好 灰黒色 唐草文 江戸式・山崎Ⅴ

30 T10 SK004 軒桟瓦 軒平部厚さ瓦当 1.5 良好 灰黒色 唐草文 橘状の中心飾り 大坂式

31 Ｔ３Ｅ SB001 軒桟瓦 軒平部厚さ瓦当 1.6 良好 灰黒色 唐草文 橘状の中心飾り 大坂式

32 Ｔ 27 冠瓦 現存長７、現存幅 8.3、厚さ 1.7 ～ 1.9 良好 灰黒色 縁の剥離箇所にクシ目状の接合痕

33 Ｔ 34 丸瓦 現存長 26.2、幅 14、厚さ 1.8 ～ 2.1 良好 黒色 裏面に荒い布目痕、棒状圧痕

34 Ｔ 15 丸瓦 現存長 16.1、現存幅 10.2、厚さ 1.4 ～ 1.9 良好 灰黒色 裏面に棒状圧痕

35 Ｔ 27 丸瓦 現存長 12.5、現存幅 10.6、厚さ 2～ 2.2 良好 灰黒色

36 Ｔ 10 SK004 丸瓦 現存長 9.8、現存幅 6、厚さ 1.7 ～ 2.1 良好 灰・灰黒色 裏面に荒い布目痕

37 Ｔ 27 Ｗ SD001 桟瓦 現存長 8.7、現存幅 14、厚さ 1.7 ～ 2.1 良好 黒色 桟に切込み、釘穴１か所

38 Ｔ３Ｅ SB001 桟瓦 現存長 11.2、現存幅 16.5、厚さ 1.7 ～ 1.9 良好 灰黒色 釘穴１か所

39 Ｔ 10 SK004 桟瓦 現存長 12.8、現存幅 16.2、厚さ 1.8 ～ 1.9 良好 灰黒色

40 Ｔ 15 桟瓦 現存長 25、現存幅 15.5、厚さ 1.7 ～ 1.9 良好 黒・灰黒色 平部に切込み痕

41 Ｔ 20 SK001 桟瓦 現存長 20.5、現存幅 18.7、厚さ 1.6 ～ 1.8 良好 灰・灰黒色

鉄製品

№ 出土地 種類  遺存率 計測値（㎝）・特　徴

42 Ｔ３Ｅ SB001 不明品 ほぼ完形 長さ 21.1、幅 1.3 ～ 1.7、厚さ 0.55 ～ 0.85。重量 60.4 ｇ。厚さは先端部が薄い

43 Ｔ３Ｅ SB001 頭巻釘 頭巻一部破損 現存長 5.4、幅 0.3 ～ 0.75。重量 3.5 ｇ。

44 Ｔ 20 SK001 金具 ほぼ完形 長さ 4.7、頭幅 0.5 ～ 0.85・中央幅 0.4 ～ 0.5。重量 4.1 ｇ。両側に球体の頭。く字状に曲がる

石製品

№ 出土地 種類  遺存率 計測値（㎝）・特　徴

45 Ｔ 19 砥石 ― 現存長 6.6、幅 4.2、厚さ 1.5。重量 58.9 ｇ。灰白色。表・裏の両面を使用

木製品

№ 出土地 種類 部位 計測値（㎝）・特　徴

46 Ｔ 31 桶 底 右側板 長さ 39.4、幅 14.8、厚さ 2.3 ～ 2.5。復元径 41.2。底裏に判読不明墨書。竹釘穴２か所
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第３章　まとめ

　黒田氏時代の近世久留里城は、山上部に本丸・二の丸、麓には三の丸のほか、その東側に三の丸後曲輪・

西側に外曲輪を配置した江戸時代中期に再築された城郭である。山上部は明治２年（1869）の版籍奉還に

より国有林となり現在に至るが、麓については、民有地として、明治初年に旧藩士たちに土地が割り振ら

れたことが、第４図の改組図によって判明する。その後、土地の所有者に変化は生ずるものの、農地景観

として三の丸跡とその周辺の遺構が残されてきた。今回、倉庫建設に伴い、初めて三の丸跡の調査を行う

こととなった。下記に調査結果をまとめた。

１　中世の遺物が全く出土していないことから、里見氏時代は生活の空間ではなかったことが窺がえる。

２　調査前、地籍図から読み取れる土塁の痕跡を探すため、トレンチを設定したが、水田耕作が行われた

　東側部分については、見つからなかった。しかし、西側の内堀跡寄りのＴ 29 で畦畔の断面を観察した

　結果、土塁の盛土痕跡が認められたことから、内堀跡側の畦畔部に沿って残っている可能性がある。

３　Ｔ 29 では土塁の盛土と地山の間に、土塁構築以前の土層を確認した。黒田氏の再築以前は、この一

　帯は田畑と化している（１）ので、この時の耕作土と見られる。

４　内堀跡の調査は、Ｔ 37 で堀底と思われる部分を検出した。土塁の底辺からの深さは 3.90 ｍで、『久

　留里城絵図（写）』記載の深さ「弐間」（3.60 ｍ）とほぼ一致する。

５　北東隅のＴ３・Ｔ３Ｅで検出した地業遺構は、布掘りした後、砂利を充填していた。南北２間×東西

　４間ほどの土蔵風の建物が想定される。

６　南側のＴ 26・Ｔ 27・Ｔ 27 Ｅ・Ｔ 27 Ｗで検出した東西方向の石組溝の１号溝跡は、西側で南側方向

　にほぼ直角に曲がることが判明した。この溝は、三の丸南側にあった「御屋形」（第 17 図）の北側と西

　側を区画していたと考えられ、黒田家家紋入りの鬼瓦が溝から出土していることからも傍証できよう。

註（１）『久留里古城地図』（國學院大學図書館蔵　八代家旧蔵本）ほか
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※御屋形は三の丸の南半部にあり、建物は大きく３つに分かれていた。北西部に家老をはじめとする

　重臣たちの職場、南東側が城主が生活する場所で湯殿もみられる。中間には客間があり、それぞれ

　の建物は廊下でつながっていた。物置などを含めると全体で 35 部屋あった。

第 17 図　三の丸御屋形図



図版１

１．調査前の久留里城三の丸跡（南→）　※左側は内堀跡

２．久留里城二の丸跡より三の丸跡を望む（東→）　※右側のトレンチ掘削部分が調査対象地、左側が「御屋形」跡



図版２　

１．Ｔ３　１号地業遺構　SB001（北→）

２．Ｔ３　１号地業遺構　SB001　（南西→） ３．Ｔ３　１号地業遺構　SB001断面（南→）

４．Ｔ３Ｅ　１号地業遺構　SB001（北東→） ５．Ｔ15　３号土坑　SK003（南→）



　図版３

１．Ｔ27　１号溝跡　SD001（東→）　※写真奥で左方向（南側）に屈曲する

２．Ｔ27　１号溝跡　SD001（西→） ３．Ｔ27　１号溝跡　SD001（南東→）

４．Ｔ26　１号木杭遺構　SA001・１号溝跡　SD001　
　　（東→）

５．Ｔ33　３号木杭遺構　SA003（北→）



図版４

１．Ｔ29　土塁跡（南→）

３．Ｔ21　東側断面（西→）

５．Ｔ20　２号土坑　SK002（東→）

２．Ｔ37　内堀跡（東→）

４．Ｔ20　１号土坑　SK001（東→）

６．Ｔ10　４号土坑　SK004（南西→）

７．対象地南東側作業風景（北→） ８．Ｔ15　作業風景（西→）



　図版５

１．陶磁器（第14図）

２．瓦（第15図）
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図版６　

１．瓦（第15図）

２．瓦（第16図）
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　図版７

１．瓦（第16図）

２．鉄製品・石製品・木製品（第16図）
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